
※複数の活動について交付決定を受けている場合は、活動ごとに成果報告書を作成してください。

活動名 自然体験活動（○○山ハイキング）

実施場所

参考様式

東京都フリースクール等支援事業補助金

【子供の体験活動費 成果報告書】

記入日 令和 7 年 〇 月 〇 日

施設運営者 特定非営利活動法人フリースクール○○

支援対象施設 フリースクール〇〇

担当者

連絡先

担当者名： □□ □□ 電話番号： 080-0000-0000

電子メール： test@xxxx.com

○ 責任感：自分の役割と責任を自覚し、信頼される行動ができた。

○○山

参加人数 小学生 6 人 中学生

実施日時 令和7年○月〇日

○
社会性：約束通り参加できた。工程を理解して参加できた。集団での行動やいつもと違う状況でも行動で

きた。

基本的な生活習慣：安全に努め、物や時間を有効に使い、礼儀正しく節度のある行動ができた。

○ 健康・体力の向上：心身の健康に気を付け、進んで運動ができた。

思いやり・協力：相手の気持ちや立場を理解して思いやり、仲よく助け合うことができた。

人 計 14 人8

創意工夫：自分でよく考え、課題意識をもって工夫し取り組めた。

参加した児童生徒

の様子や感想

日常と異なる環境で、緊張感をもって周囲を観察したり、お友達同士で声を掛け合ったりする様子が見

られた。年⾧者が年少者の歩行を進んでサポートする姿も見られた。

また、普段から植物への興味が強く図鑑をよく見ている児童は、現地で実際の自然に触れながらガイド

の説明を聞いたことで、より植物に対する理解が深まり、興味関心が増した様子だった。

○ 生命尊重・自然愛護：自他の生命を大切にし、生命や自然のすばらしさに感動できた。

勤労・奉仕：手伝いや仕事を進んで行うことができた。

公正・公平：相手の立場に立って公正・公平に行動することができた。

体験活動の

成果
（体験活動の結果、

向上が見られた項目

に○を付けてくださ

い）

公共心・公徳心：約束や社会のきまりを守って公徳を大切にし、人に迷惑をかけないように心掛け、のび

のびと活動できた。

○ その他

・ガイドが説明する山の危険性などについて様々な質問が出て、子供同士で話し合い、

何に気を付けるべきかを自分たちで考え、実践することができた。

・図鑑の植物を実際に観察することで、理科学習への興味が引き出せた。

○

【記入上の注意】

○体験活動を実施した後、２週間以内に提出

してください。

※「楽しかった」といった感想ではなく、集団での行動ができた（遅刻しない、騒がない）、いつもの状況と違う場面でも

行動できたなど、具体的に記載してください。

児童生徒に対し、どんな効果の

ある体験活動が実施できたかを

記載してください。

実際に実施した場所・日時を

記載してください。


